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第２回府中市議会定例会議事日程表

令和３年３月４日分

議事日程第２号 時 分開議

日程第 １ 一般質問

一 般 質 問 日 程

令和３年３月４日分

会派代表質問（各派代表質問は、議会運営委員会で決定した順による。）

１ 水 田 豊 君 （市民クラブ代表） 【一問一答】
⑴ 地方独立行政法人府中市病院機構について

ア コロナ禍が病院経営に対する影響

イ 医師招へいに対する市の対策

ウ 府中市民病院のあるべき姿

⑵ 対コロナ支援策・補助金支給の周知について

ア 周知の方法

イ 支援策の作り方

ウ 新型コロナウイルス感染症対応休業支援金

⑶ 市長の政治姿勢について

ア 市長懇談会「いきいきトーク」



２

イ 希望と笑顔のあふれるまちづくり と しあわせ実感

ウ 市財政と財政調整基金の残高

２ 芝 内 則 明 君 （市民クラブ代表） 【一問一答】
⑴ 電力自由化について

ア 府中市の取り組み状況

⑵ 安全・安心なまちづくりについて

ア 街路灯と防犯灯の考え方

３ 土 井 基 司 君 （市民クラブ代表） 【一問一答】
⑴ 環境行政について

ア ごみの分別

４ 三 藤 毅 君 （創生会代表） 【一問一答】
⑴ 新型コロナウイルスワクチン接種について

ア 府中市における感染状況と今後の見通し

イ 開始時期

ウ 接種場所



３

エ 実施手順

オ 副反応への対応

カ 周知方法

⑵ 「府中市グランドデザイン」の令和３年度に取り組む事業内容について

ア こどもの国公園の充実

イ 河川空間整備の検討、設計

ウ 府中駅周辺の整備

５ 山 口 康 治 君 （創生会代表） 【一問一答】
⑴ 公用車の有効活用について

ア 公用車の市民への貸し出しに向けた進捗状況

⑵ コロナ禍の市民生活と府中市の経済について

ア 生活福祉資金特別貸付制度

イ 求人状況

ウ 消費促進事業の評価



４

エ 産業連係室の取り組み

６ 広 瀬 和 彦 君 （創生会代表） 【一問一答】
⑴ 市長との輪い和い座談会の対応状況（防犯灯の負担）について

ア 各地域からの意見や要望

イ 防犯灯の負担

⑵ ＩＣＴ化による費用対効果について

ア ＲＰＡ導入による効果

イ 今後の庁内のＩＣＴ化による成果指標

７ 福 田 勉 君 （創生会代表） 【一問一答】
⑴ 都市計画税と公共下水道区域について

ア 都市計画税

イ 下水道区域の縮小に伴う整備手法と制度の変更

⑵ 防災、減災について

ア 可搬式ポンプの災害時の対応

イ 可搬式ポンプ使用マニュアル



５

第２回府中市議会定例会議事日程表

令和３年３月５日分

議事日程第３号 時 分開議

日程第 １ 一般質問

一 般 質 問 日 程

令和３年３月５日分

会派代表質問（各派代表質問は、議会運営委員会で決定した順による。）

８ 安 友 正 章 君 （創生会代表） 【一問一答】
⑴ 持続可能な農業について

ア 一般会計予算、農林水産事業費歳出の増額

イ 農業経営所得安定対策

ウ 後継者担い手の確保

⑵ 鳥獣被害対策について

ア 軽減目標と被害及び捕獲実績

イ 捕獲と補助金

ウ 被害と対策

エ ひろしまの森づくり事業



６

オ 森林環境税

９ 丸 山 茂 美 君 （創生会代表） 【一問一答】
⑴ 事業計画の進捗と対策について

ア 繰越事業

イ 平成３０年７月豪雨農林災害関係

ウ まちづくり振興公社

１０ 楢 﨑 征 途 君 （日本共産党代表） 【一問一答】
⑴ 国保税の減額について

ア 今後の基金活用

⑵ 地域防災強化事業について

ア 防災リーダーの育成

イ 避難時の対応

１１ 岡 田 隆 行 君 （日本共産党代表） 【一問一答】
⑴ 出口川のカドミウム汚染防止対策について

ア これまでの汚染防止対策



７

イ これからの汚染防止対策

ウ 市民の納得と合意を得る取り組み

⑵ 市民病院のさらなる充実について

ア 府中北市民病院への眼科開設実現

イ 府中市医療体制の課題

ウ 府中市の未来の医師確保

⑶ 市民、観光客が安心して使える公衆トイレの充実について

ア 「びんご府中おもてなしトイレ」協力者募集

イ 今後の公共トイレ設置

⑷ 子どもたちの健康を守る取り組みについて

ア イートインの取り組みの成果と課題

イ 特別教室へのエアコン設置の具体化



８

１２ 加 島 広 宣 君 （公明党代表） 【一問一答】
⑴ ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）推進について

ア 取り組み状況と組織体制

イ 窓口業務での進捗

ウ 教育、医療、防災、農業等への取り組み

エ 今後の取り組み

１３ 大 本 千 香 子 君 （公明党代表） 【一問一答】
⑴ 安心の介護について

ア 介護事故の現状

イ 介護現場の改善


